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地 震・噴 火
災害全史〈シリーズ 災害・事故史 2〉

―地震大国日本、被害状況の歴史を総覧―

《第Ⅰ部 収録の災害例》
磐梯山噴火� 1888年（明治�21）
濃尾地震� 1891年（明治�24）
東京湾北部地震� 1894年（明治�27）
庄内地震� 1894年（明治�27）
明治三陸地震津波� 1896年（明治�29）
陸羽地震� 1896年（明治�29）
姉川地震� 1909年（明治�42）
桜島噴火� 1914年（大正�3）
関東大震災� 1923年（大正�12）
北但馬地震� 1925年（大正�14）
三陸地震津波� 1933年（昭和�8）
鳥取地震� 1943年（昭和�18）
東南海地震� 1944年（昭和�19）
福井地震� 1948年（昭和�23）
十勝沖地震� 1952年（昭和�27）
阿蘇山中岳大爆発� 1958年（昭和�33）
チリ地震津波� 1960年（昭和�35）
新潟地震� 1964年（昭和�39）
根室半島沖地震� 1973年（昭和�48）
宮城県沖地震� 1978年（昭和�53）
浦河沖地震� 1982年（昭和�57）
日本海中部地震� 1983年（昭和�58）
雲仙・普賢岳火砕流発生�1991年（平成�3）
北海道南西沖地震� 1993年（平成�5）
阪神・淡路大震災� 1995年（平成�7）
三宅島噴火� 2000年（平成�12）
新潟県中越沖地震� 2007年（平成�19）

…など55件

特定非営利法人　災害情報センター

早稲田大学に拠点をもつNPO法人。事故・災害事例約13万件、関連文献約60万件をデータベ
ース化し、インターネットで提供。月刊災害情報、災害・事故事例事典などを発行。注目さ
れる事故・災害が発生した場合には、過去に発生した同種の事例をWebサイトに速報的に掲載。
（ http://www.adic.waseda.ac.jp/ ）
災害に関する研究会やシンポジウムなどを適宜開催するとともに、防災計画作成、安全性評
価などのコンサルティング事業も行っている。

■明治以降の140年間だけで、地震による直接の死者は16万人にも
およぶと言われている地震大国日本において、過去の災害の貴
い教訓を生かすために、災害情報センターとの共編で編纂され
た日本の地震・噴火災害の記録事典です。

■「第Ⅰ部　大災害の系譜」「第Ⅱ部　地震・噴火災害一覧」「地
震―震源地とマグニチュード一覧」の3部構成。

第Ⅰ部では、明治以降の大災害55件を取り上げ、事実経過・被害状況と関
連情報を詳細に解説。

第Ⅱ部は、古代からの記録に残る日本の地震・噴火災害1,847件を年表形
式（簡略な解説付き）で記載。

第Ⅲ部では、各地震の震源地とマグニチュードの一覧、参考文献を掲載。

災害情報センター，日外アソシエーツ 共編　A5・400頁　定価（本体9,333円＋税）　ISBN978-4-8169-2089-9　2008年2月刊行

古代から2007年までに発生した、
日本の地震・噴火1,847件の記録と解説
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年表形式の「第Ⅱ部」

日本書紀に記録が残る
416年の地震から
2007年まで1,847件

「第Ⅰ部」は55件の大災害を詳説

事実経過・被害状況とともに
慰霊碑や参考図書も記載




